
⿃越啓介
岡⼭県⽟野市⽣まれ。⾼校時代、吹奏楽部に⼊部しコントラバスを弾き始め

る。⾼校卒業後、社会⼈の傍ら地元のビックバンドなどで活動。96年脱サラ、

97年上京。99年PHATのメンバーとなり、2001年東芝EMI Blue Noteレー

ベルより メジャーデビュー。シングル1枚、アルバム2枚を残し、2003年渋

谷クラブクアトロでのワンマンライブを最後に解散。その後は、ジャズ・邦

楽・ポップス・タンゴ・ブラジル⾳楽などその豊かな才能を駆使し、国内の

みならず海外公演も含め、自らのバンドを展開し、また様々なセッションや

レコーディングに参加。繊細且つ大胆でハーモニーを感じさせるその演奏は、

コントラバスという楽器の固定概念に捉われず、独奏楽器としての更なる可

能性を追い求め、幅広い⾳楽活動を⾏っている。9⽉に初のＤＵＯアルバム

「⽊魂」が発売され、益々注目されるユニットとなっている。

０９月２４日（祝月）
開場　１４：３０
開演　１５：００～

MC　２８００ 円＋２drinks order
(２ステージ 入替なし　途中入場可) (1drink=６００円～)
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佐藤浩⼀
米バークリー⾳大卒。

2011年にデビューアルバム「ユートピア」(PONY CANYON)をリリース。

2016年には室内楽的要素も内包した変則セクステット作品

「Melancholy of a Journey」(SONG X 038)をリリース。

上記セクステットを中⼼に「Bungalow」「橋⽖亮督グループ」

「本⽥珠也ICTUSトリオ」「挾間美帆m̲unit」などで活躍中。

即興を中⼼とした演奏活動と並⾏して、作曲・編曲活動やオーケストレーショ

ンの研究を独自に進め、ジャズと叙情的旋律との親和性を追い求めるべく、

現在進⾏形を切り拓いている。

http://koichisato.com/


